.war形式について

· WARファイルとは

WAR (web archive) ファイルはWEBアプリケーションをルートディレクトリごと.warという形式でパッケージ化（アーカイブ）したものです。標準のJarコマンドによって作成可能です。WARファイルを利用することによって、他のサーブレット実行環境に簡単にインストールできるようになります。 これにより開発したWebアプリケーションの配布が簡単に行えます。
· WARファイルを作成する

jarコマンドを使って、Webアプリケーション全体をアーカイブします。アーカイブしたいWebアプリケーションのルートディレクトリに移動して、以下のコマンドを実行してください。

例えば奥様WEBを.war形式でアーカイブしたいときは以下のように行います


· WARファイルをインストールする

webappディレクトリ下にWARファイルを配置してTOMCATを起動するだけで、TOMCATはWARファイルを自動的に解凍し、WEBアプリを利用可能な状態にしてくれます。（簡単！）

· WARファイルを配布する時の注意

WARファイルを配布する時に注意しなければならないのは、WEBアプリ内で使用されているパスの取扱いです。例えば保存ファイルの指定はローカル環境におけるフルパスを指定する必要があるため、開発環境に大きく依存することになってしまいます。もしこのパスを文字列として直接記述してしまうと、別の環境にWARファイルをインストールしたときに、正常に動作しなくなってしまう可能性が高くなります。（例えばディレクトリの区切りは、Linux環境では”/”だし、Windows環境では”\”です）

このような問題を回避するために、Javaでは動作する環境によってパスの指定の仕方をダイナミックに変化させることのできる、以下のような仕組みを用意しています。

１、ワーキングディレクトリ（String）を出力する

System.getProperty("user.dir")
→通常はこのコードを記述したクラスファイルのあるディレクトリを出力しますが、TOMCATではデフォルトで、TOMCATをインストールしたディレクトリ/binを指すように設定されているようです。

２、ディレクトリのセパレータ（String）を出力する

File.separator
→Linux環境では”/”、Windows環境では”\”を出力します

この２つを使って、D:/foo/bar/にあるクラスからD:/foo/bar/hoge/test.txtを指定したい場合、以下のようなコードを書きます。

String path = System.getProperty("user.dir") + File.separator + “hoge”+ 

                                               File.separator + “test.txt”;

jar cvf WEBアプリ名.war ./*





cd TOMCATをインストールしたディレクトリ/webapp/okusama


jar cvf okusama.war ./*








